
 

 

第 25 回東京ＰＤ研究会 

  

 

テーマ 

 

「PD で創る高齢者医療イノベーション」 

 

 

 

 

 

 
日時：平成２７年５月９日（土） 

14:00～18:30 

 

場所：慶應義塾大学 信濃町キャンパス 

北里記念図書館二階 北里講堂 



プログラム 

 

１４時００分−１４時０５分 開会の挨拶 

 当番幹事挨拶   鷲田 直輝 （慶應義塾大学） 

 

１４時０５分−１５時１０分   一般演題Ⅰ （発表５分、質疑２分） 

 座長：岡戸 丈和   （東京医科歯科大学） 

阿部 雅紀   （日本大学） 

 

１．薬剤性高血糖を生じた PD 患者の 1例 

   湯浅 玲奈      東邦大学医学部 

 

２．腹膜透析を導入後腹膜炎の既往なく 4年経過時点には軽度の腹膜変性であったが 

   8 年経過時に強い腹膜硬化所見がみられた 1症例 

   原 一彰     順天堂大学 

 

３．PD 患者の代謝性アルカローシス傾向がイオン化カルシウムに与える影響 

   中村 真未   東京慈恵会医科大学 

 

４．麻痺性イレウスを合併した Acinetobacter 腹膜炎の一例 

  田中 徹     三井記念病院 

 

５．α-streptococcus による PD 腹膜炎にリネゾリドが著効した一例 

   成田 晃一   虎の門病院 

 

６．カテーテル位置異常に PD 腹膜炎を合併した一例 

  藤木 珠美   東京医科歯科大学 

 

７．PD 導入 1か月で心嚢経由の胸水貯留をきたした CABG 術後の 1 例 

  長田 眞     東京都済生会中央病院 

 



８．CAPD 腹膜炎の治療経過中に PD カテーテル抜去部からのリークをきたした一例 

  林 勇海     東京都済生会中央病院 

 

９．インターベンショナルネフロロジストは PD カテ挿入術件数増加に寄与する 

  池田 雅人   東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 

 

～休憩５分～ 

 

１５時１５分−１６時２５分   一般演題Ⅱ （発表５分、質疑２分） 

    座長：三瀬 直文   （三井記念病院） 

星井 英里   （東京女子医科大学東医療センター） 

 

１０．高齢腹膜透析導入患者に対する機材選択 

  阿部 有紗   東邦大学医療センター大森病院 

 

１１．在宅腹膜透析(PD)医療の拡大に不可欠な第 3の職種 ～｢在宅療養コーディネーター｣の役割～ 

  大島 久子   医療法人社団ビジョナリー 王子北口内科クリニック 

 

１２．3 人の子育て中でも私は PD ナースをあきらめない！～在宅 PD 看護という新しい場所を見つけて～ 

  伊藤 未来   医療法人社団ビジョナリー 王子北口内科クリニック 

 

１３．「患者が大切にしたいこと」を重視した意思決定支援を振り返って 

  今井 早良   日本赤十字社医療センター 

         

１４．受診中断歴のある全盲の腹膜透析患者への外来支援 ～安全な腹膜透析を目指して～ 

  平島 麻衣子  慶應義塾大学病院    

 

１５．東京都内１１施設における出口部処置法 

  平間 章郎   日本医科大学 

 

１６．腹膜透析患者の日常生活の可視化に対する試み 

  井上 秀二   JCHO 埼玉メディカルセンター 

 



１７．急性期基幹病院は在宅地域医療チームの一員である ～当院での在宅医療連携システムの実際～ 

  上條 由佳   日本赤十字社医療センター 

 

１８．高齢者腎不全の腹膜透析を再考する ～assisted PD や高齢 PD 患者の現況などについて～ 

  内山 清貴   日本赤十字社医療センター 

 

１９．クラウドを用いた腹膜透析患者への在宅管理支援 

  濱田 千江子  順天堂大学 

 

～休憩５分～ 

 

 

１６時３０分－１７時２５分   ワークショップ 

     座長：菅野 義彦   (東京医科大学) 

     演者：船木 威徳 先生 医療法人社団ビジョナリー 王子北口内科クリニック 院長 

          柴垣 圭吾 先生 柴垣医院 自由が丘 院長 

          水内 恵子 先生 安田女子大学 看護学部 准教授 

   テーマ：「PD 在宅支援とその問題」 

 

 

～休憩５分～ 

 

 

１７時３０分－１８時２０分   特 別 講 演 

   座長：鷲田 直輝   (慶應義塾大学) 

   講師：中元 秀友 先生 埼玉医科大学 総合診療内科 教授 

 テーマ：「１０年後の高齢者医療を考える～高齢者腎不全医療における PD の果たす役割～」 

 

 

１８時２０分－１８時３０分 

      優秀演題賞発表  代表幹事  横山 啓太郎 （東京慈恵会医科大学） 

      閉会の挨拶  次回当番幹事  三瀬 直文    (三井記念病院) 

 



ご 案 内 

受付開始時間 ： １３：００～  

受付場所     ： 慶應義塾大学 信濃町キャンパス 北里記念図書館二階  

会費         ： 医師・企業関係者/3,000 円  レジデント・コメディカル/1,000 円 

 

演者の方へ 

※一般演題は発表５分、質疑２分でお願いします (時間厳守でお願いします) 

※ワークショップは発表１５分で質疑は総合討論で行います                           

※スライドは Microsoft PowerPoint（Windows のみ）での作成をお願いします 

※USB で当日ご持参ください。発表用の PC は研究会で用意します 

※スライド受付場所は、慶應義塾大学 信濃町キャンパス 北里記念図書館二階です 

 (ご発表の１時間前までにスライドの受付をお願いします) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京 PD 研究会 

 

顧  問   秋澤 忠男，乳原 善文，岡田 一義，窪田 実，栗山 哲，栗山 廉二郎，篠田 俊雄， 

           杉本 徳一郎，多川 齊，中尾 俊之，原 茂子，本田 雅敬      （五十音順） 

 

会  長   佐中 孜 

 

代表幹事   横山啓太郎 

 

幹  事   阿部 雅紀，池田 雅人，石橋 由孝，岡戸 丈和，金子 朋広，菅野 義彦， 

      古賀 祥嗣，酒井 謙，澤 直樹，田村 博之，丹野 有道，幡谷 浩史，濱田 千江子， 

           樋口 千恵子，星井 英里，本田 浩一，三瀬 直文，矢野 由紀，鷲田 直輝 

                                  （五十音順） 

 

賛助会員   株式会社ジェイ・エム・エス，協和発酵キリン株式会社，中外製薬株式会社， 

           テルモ株式会社，日機装株式会社，バクスター株式会社    （五十音順） 

                                                              

事務局     東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科 内 

 

 

 



交通アクセス 

   ※信濃町駅（JR 総武線）徒歩 1分      

   ※国立競技場駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩 5分 

 

 

 ※地図内の 22 番が北里記念医学図書館です。会場は二階の北里講堂です。 


